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そこの 海岸の ホテルでの 話です。 

彼女 は 女優でした。 少しば かり 年齢 をと りすぎ てし 

まい ましたが、 それでも いろいろな 意味で 最も 評判の 

よい 女優でした。 

劇場が 夏休みな ので、 泳ぎに たった 一 人で 海岸へ 来 

ていたの です。 

ところが、 ホテルの ヴェ ランダで、 ゆく りなく も 誰 

とも 知らない 一 人の 青年 を 見初めて しまいました。 I 

I これ は 日頃の 彼女に して みれば 非常に 珍しい ことで、 

しかも その 青年 はち つ とも美 青年で もなんでも なくて、 



むしろう ち 見たところ ひどく 不器用な 感じし かな い 男 

なのです が、 そんな 点が いっそ 却って 彼女の 心 を ひい 

たの かも 知れません。 

氺 

彼女と 青年と はよ く 申し 合せた ように ヴ ェ ランダで 

一緒にな りました。 それ もたいて い 他に 人目の ない 時 

が 多かった のです。 

(あの人が もしち よ つ と 後 を 振 向いて そして あたし を 

恋して いると 一 言いって くれたら ば —— ) と 彼女 は 思 

うのでした。 ( …… でも 結婚なん て あたし 厭 だ わ。 弟 

ならいい わ。 あんた、 あたしの 亡くなった 弟と そつく 



りなんで す もの …… とそうい おうか しら ) 

青年 とても、 屹度 彼女に 恋して いるのに 違い ありま 

せん。 その 証拠に は、 青年 は 殊の外なる 臆病者と 見え 

て、 彼女と そこで 顔を合わせる や、 いつでも 真 赤に なつ 

て、 そつ ぼ 向いて、 ひたすら 海 や 松林の 景色 なぞ、 あ 

らぬ 方ば かり を 眺める のです。 

もしかして 自分が 世に も 名高い 女優で ある こと を、 

この あざらし のように 内気な 青年 は 知らないの では あ 

るまい かと 疑っても みるので すが、 いっか 海岸で 恰度 

青年が しゃがん でいた 砂の 上に 彼女の 名前が 大きく 書 

かれて あるの を 見かけた こと さえ あつたし、 そんな 道 



「 —— 失礼です が、 お嬢さん。 …… あなたに、 もしゃ、 

お兄さんが 一 人お ありに なり はしませんで したろう 

か 9 …… 」 内気な 青年 は、 極めて おどおど として 口籠 

りながら そういい ました。 

「兄 EC 兄が あつたかと おっしゃ るので ございま すか。 

ございま したわ！ ええ、 ええ。 それ は 非常に 優しい 

兄が 一 人 ございました …… 」 と 彼女 は、 びっくり しな 

がら も、 喜び勇ん でそう 答えました。 

「そうです か。 それで、 そのお 兄さん、 今 は 御 一緒に 

はいら つし やらな い のです か 9 」 

「は あ、 —— もう、 別れ別れにな りまして から —— そ 



うで ございま すね、 かれこれ 十五 年に もな ろうかと 存 

じます。 何分 私 なぞ まだ あまり 幼い 時分の ことだった 

もので ございま すし、 一 体 どんな ひどい 家庭の 事情が 

あった もので ございます やら、 その後 誰も 聞かせて く 

れる もの も ございま せんし、 今もって 全く 判らない の 

でございますが。 …… です が、 その 兄が、 どうかした 

の で) J ざ い ます か？」 彼女 は 顔 を 輝か し てそうき き 返 

しました。 

「十五 年 9 そんなに 経って しまったの では、 もう 

まるで おもかげ さえ も おぼえて はいら つ しゃら ないか 

も 知れません ね。 …… いや、 実は、 あんまり はっきり 



とした こと を 最初から ぉ受 合いす る わけに もま いらな 

いのです が、 少しば かり 友達から 聞かされ ましたので 

…：- J 

「とおつ しゃい ますと —— あの、 兄ら しい もので も、 

どこかに いるので ございましよう かしら？」 

「まあ、 そうな のです。 詳しい こと を 申し上げな いと 

わかりません が、 …… 大分 へんな 話な のです よ。 それ 

できつ と 御 信用な さらない だろうと 思う の で すけ ど。 」 

「信用いた します わ …… どんな こと だ つ て。」 

「実は、 お驚きに なって はいけ ません よ、 あなたのお 

兄さん はずつ と 前から あなたの 芝居 を あなたと は 知ら 



ならない 位 気の 弱い 人でして ね、 どうしても その 心の 

たけをば、 あなたに 会って 打 あける 勇気が 出なかった 

ものです。 そこで、 兄さんの ごく 親しい友達の 一人が 

えらばれて、 代って あなたの ところへ そのことの 話 を 

つける ために 出かけて 行く ことにな りました …… 」 青 

年 は 言葉 をち よ つと 途 切らして、 さて 溜息 を拽 らし ま 

した。 

「では、 そのお 友達と いうの が、 あなたで いらっしゃ 

いますの 9 でも、 あなた、 ちっともお 困りになる 

こと は ございません わ …… 」 

女優 は 感動しながら、 やさしく そういい ました。 



した。 そして 到頭、 今朝に なって、 その 動かす ベから 

ざる 調査の 結果 を 知り 得た のです …… 」 

「え！ なんで ございま すって EC それで は、 あなた 

は、 もしゃ …… 」 女優 は 感激の あまり 頭 を 抑えて 立ち 

上がりました。 「若し や …… あなたが そのお 兄さんで 

はない のです か？ …… 」 

「そう、 そう …… です けれども、 ああ、 それが、 それ 

が …… 」 青年 はすつ かり 胸 をつ まらせ て、 息苦しそう 

にど もりました。 

「まあ 」 女優 は、 いきなり 青年の 肩 をし つかり 

とかき 抱いて、 幾度 も 幾度 も 接吻しながら さて 小さい 
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